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高森保育園児

おじいちゃん 。おばあちゃんと七夕飾り

■
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■
6月 21日 、高森保育園 (平 田ル リ子園長)でお年寄 り16名 と

園児たちがいっしょになって七夕飾 りをしました。

この日を楽 しみにしていた園児たちは、お じいちゃんおばあ

ち ゃんたちに、 自分の願いを書 いた短冊や、T牛懸命作 ったお

星様や果物の絵などを飾って もらった りしていました。出来上

がった七夕飾 りは、おじいちゃんおばあちゃんたちと高森駅 に

飾 りつけにいきました。

飾 り付けが終わると昼食会 と園児 もお年寄 りも楽 しいひ とと

きだったようです。

園児のねがいがかなうといいですね !

■発行/高森町役場 ■編集/企画観光課 〒869-1602熊本県阿蘇郡高森町人字高森2168番地 ′
距L09676-2-1111「 AX 09676-2-1174

()'農1居撼抒 森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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今年で20回目となつた野の花に捧げる「はなしのぶコンサー ト」が

6月 25日、休暇村南阿蘇のセン トラルロッジで開催されました。

コンサー トは、尚綱中学・高校マンドリンクラブによるマンドリン

の調べに、およそ千人の観害は野の花になつた気分で聞き入つていま

した。     (詳 しくは来月号で紹介)

褥儡瘍
1.水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5,スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。
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町
の
移
動
図
書

七
月
十

一
日

（火
）

草
部
出
張
所

旧
Ｊ
Ａ
草
北

野
尻
出
張
所

旧
Ｊ
Ａ
河
原

１０
時
～
１０
時
半

Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

１３
時
～
１３
時
半

１４
時
～
１４
時
半

七
月
十
二
日

（水
）

旧
Ｊ
Ａ
色
見
支
所
１０
時
～
１０
時
半

色
見
郵
便
局
前
　
１０
時
半
～
Ｈ
時

横
町
Ａ
団
地
　
　
１３
時
～
１３
時
半

下
町
公
民
館
　
　
１３
時
半
～
１４
時
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おり冒た・おくや勁)

2000 5月 受付分   敬称略

赤ちゃん
たんじょう

新郷

(旭通 )

小貫

(森 )

工藤

(旭通 )

二村

(戸狩 )

田代

(昭和 )

(戸狩 )

佐伯

(村 山 )

宮田

(天神 )

裕大ちゃん

4.20生
りょう

稜ちゃん

4.22生
みな

実奈ちゃん

4.23生
しゅうま

柊馬ちゃん

5.3生

ちゃん

5.7生

ひなこ

雛子

男

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

女

弘

華

俊

里

郎

美

和

純

樹

子

也

子

広

子

也

子

　

子

一
子

一
子

二

美

一
　

　

　

　

絵

　

　

　

　

　

　

行

美

高

利

和

芳

敬

直

正

真

洋

彩

真

裕

勝

直

金

京

　

裕

憲

優

憲

優

憲

英

父

母

父

母

父

母

父

母

父

母

父

母

父

母

父

母

父

母

父

母

父

母

父

母

ともはる

楢本野友春ちゃん

(下町 ) 5.8生

1子ちゃん

5.8生

かな、

工藤歓那

竜弥ちゃん

5.10生
れな

麗奈ちゃん

5.17生

武田幸一郎ちゃん

(上町) 5.17生
なな

武田 奈 々ちゃん

(上町) 5.17生

中村 聖香 ちゃん

(横町) 5.20生

すえながく
お幸せに

'土居俊成

,(児 玉)明美

高森・村山

高森・森
5.31

おくやみ
もうしあげます

住 所 御 遺 族 続柄 死

柳 谷

宮の馬場

津留上町

赤羽根

小嶋

冨永

甲斐

安藤

三井

前田

山村

岩佐

小糸

友重

岩下

亡 者

猛

辰男

新

一雄

ノ リ

勝哉

キヨ

ミヨカ

善長

昴

郁子

年齢

77

79

77

79

80
79

88
84
85

72

80

通

山

町

野

村

倉

旭

村

上

永

中

社

小嶋 シズ r 夫

冨永須磨 r 夫

||1斐  糸|―1 人

安藤 進英 父

二月: 又りJ 妻

前日l i:F子  人

山村八代子  ′ミ∫

岩佐 幸男 母

小糸 矢代 夫

友重 正子 人

岩下 勝員|1 母森

人口の動き

(5月 末日現在 )

世帯‐数  2,603(+ 1)
男   3,771(- 2)
女   4,041(- 3)

総  数  7,812(- 5)

′
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お年寄 りに多い被害例
健康やお金に関する不安などにつけこんで、あの手この手で商品を買わせ

ようとする悪質なセールスマンが、横行しています。

健康機器 (磁気治療器、マツサージ器等 ) 羽毛ぶ とん (SF商法 )

「病気が治る」「万病に効 く」 と健康機器の購入 を

勧められたり、集会所へ行ったら買わされた、など。

使用したら、体質に合わず、かえって体の具合が
悪くなったという苦情も寄せられています。

★厚生省の製造承認は、「血

行をよくする」「疲労を回
復する」等といった効果
です。
説明をうのみにせず、

慎重に選びましょう。

電話機

電話会社を装い、「黒電話はまもな く使えなくなり

ます」「このプッシュホンにすると電話料が安 くな

ります」といって通常より高額な値段で商品を売 り
つけます。

☆ 1人暮 らしのお年寄 り

に強引に販売する悪質な

業者 もいます。大手電話会

社や消費生活センターな

どに問合わせてか ら契約

しても遅 くはありません。

健康食品

「病気が治る」「疲労が回復する」といった売 り込み

文句やチラシ広告で販売 しています。一度に2～ 3
年分 と過量 (高額)販売するケース もあ ります。

石けんや卵など無料で配るといって集会所等に人

を集め、一種の興奮状態の中で高価な羽毛ぶとんを

買わせます。お年寄 りが特に狙われています。

★「おまけ」につ られ、

不用なものまで買って

後悔 しないためにも、

会場に近づかないよう

にしましょう。

シロアリ駆除

「シロア リの点検に来 ました」といって、さっさと薬

剤を散布 した り、換気扇を取 りつ けて、不当な高額

な料金を請求 します。

●●

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

い

で
く
だ
さ
い
。

■
と

き
　
七
月
二
十
八
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

法
律
相
談
（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
七
月
二
十
二
日

（上
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

心
配
ご
と
相
談

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配

ご
と
相
談
所
を

開
設

い
た
し
ま
す
。
地
元
民
生
児

童
委
員

の
心
配
ご
と
相
談
員
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽

に

ご
相
談
下
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
き
　
七
月
二
十

一
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
草
部
出
張
所

野
尻
地
区

■
と
き
　
七
月
二
十
八
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
野
尻
出
張
所

高
森

・
色
見
地
区

■
と
き
　
八
月

一
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
芙
蓉
館

診
療
は
午
前
９
時
か
ら午

後
５
時
ま
で

な
る
の
か
、
他
人
事
と
は
考
え
ず
、

一
人
ひ
と
り
が
介
護
を
さ
れ
る
立

場
、
す
る
立
場
で
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。
い
ろ
ん
な
介
護
の
仕
方
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
田
浩

★ 自蟻駆除は、残留性のある

薬剤を使用します し、換気扇

では、配線工事力平半いますので、

しっか りした業者を選びま

しょう。突然訪問してすぐに

工事にかかろうとする業者

には、くれぐれもご注意を。

★その場ですぐ契約せず、

最寄 りの消防署等に確認
してからでも、遅くはあり
ません。

ミ〔
7

７

月

９

日

７

月

‐６

日

７

月

２０

日

７

月

２３

日

７

月

３０

日

８

月

６

日

８

月

‐３

日

８

月

２０

日

馬
原
内
科
医
院

な
②
‐０
６
４
６

立

野

病

院

窒
③
‐０
１
１
１

中

村

内

科

盆
⑦
‐２
３
３
３

立

野

病

院

ａ
③
‐
ｏ
ｌ
ｌ
ｌ

寺

崎

医

院

な
②
‐０
３
７
８

南
郷
谷
整
形
外
科

ａ
②
‐３
３
５
１

渡
辺
内
科

ａ
⑦
‐１
７
７
７

後

藤

医

院

容
⑦
‐Ｏ
０
１
９

●  ●

消火器

「消防署 (の方)か ら来た」「一般家庭にも設置義務が

ある」などと言って、消火器の購入・点検や詰め替え

を勧めます。
の点、煉に

｀｀
ヽ

三り

★健康食品は医薬品では

ありません。健康は適度な

運動、睡眠、バランスのと

れた食生活で守りましょう。

|IЭう

*都合により変更になる場合があります。阿蘇広域行政事務組合消防本部

テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-0099
悪質商法に遭わないための 10の心得

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（敬
称
略
）

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

〈香
典
返
し
〉
小
嶋
シ
ズ
子
　
冨
永

須
磨
子
　
甲
斐
絹
　
安
藤
進
英
　
三

井
又
男
　
山
村
八
代
子
　
岩
下
勝
則

■
広
報
送
料
寄
付

野
尻
逸
司

（熊
本
市
御
領
）

遠
藤
和
子

（奈
良
県
生
駒
市
）

~｀
ヽヽ_イ

~́

暮

竜

の

灯

1.「うまい話はこの世にない」を肝に銘じておく。

2.「タダより高いものはない」を肝に銘じておく。

3.見知らぬ人の親しげな接近については要注意。

4.相手の身なりや態度に迷わされない。

5.契約の意志がないのなら最初にきつぱりと断る。

あいまいな返事をしない。

6.長話をしない。

7.簡単に玄関に入れない。家に上げない。

8.預貯金などのプライバシーを明かさない。

9.その場で契約しない。

10.不害を感じたら家族や公的な相談機関等に早めに

相談する。

一 TEL0 9 6-354-4835費笙

(19)今度の温泉館休館日 7月 19日・8月 23日 (第 4水曜日)唇尻電3奎唇最健笞騨謳菖£昇;誓夏 (2)
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隕蜃鶉椰冒蜻塚陽

育
児
・就
学
巡
回
相
談

～
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
成
長
を
願
っ
て
～

専
門
の
医
師

・
教
師

・
福
祉
行

政
の
担
当
者
に
よ
る
身
心
に
障
害

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
児

・
就

学
等
に
関
す
る
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

平
成
十
二
年
七
月
十
日
（月
）
～

平
成
十
二
年
七
月
十
四
日

（金
）

■
入
居
申
し
込
み
資
格

現
に
住
宅
に
困
窮
し
、
公
営
住

宅
法
に
定
め
ら
れ
た
入
居
基
準
に

適
合
す
る
方
で
す
。

■
申
込
用
紙
配
布

・
受
付
場
所

及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
住
宅
供
給
公
社

熊
本
市
水
前
寺
六
―
五
―
十
九

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
２

・
５
５
５
２

身
体
障
害
者
世
帯
向
及
び
母
子

世
帯
向
住
宅
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

阿
蘇
福
祉
事
務
所
へ
お
尋
ね
下
さ

◆
日
　
時

八
月

一
日

（火
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

◆
場
　
所
　
菊
池
市
中
央
公
民
館

菊
池
市
隈
府
八
六
五

肌
０
９
６
８

・
２
５

・
１
６
７
２

◆
詳
し
く
は
　
町
教
育
委
員
会

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
６
７
）

又
は
、
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
特

殊
教
育
指
導
係
ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８

３

・
１
１
１
１

（内
線
６
６
５
６
）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

熊
本
県
で
は
、
県
営
住
宅
の
明

け
渡
し
が
あ

っ
た
場
合
の
補
充
入

居
者
及
び
県
営
石
神
原
団
地

（新

築
）
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

■
申
込
用
紙
配
布
期
間

平
成
十
二
年
七
月
三
日

（月
）

～
平
成
十
二
年
七
月
七
日

（金
）

■
申
込
受
付
期
間

ＴＥＬ

０

９

６

７

・
２

２

・
１

１

１

１

住
宅
債
券

「
つ
み
た
て
く
ん
」
募
集

計
画
的
な
積
み
立
て
で
マ
イ
ホ

ー
ム
資
金
づ
く
り
を
お
手
伝

い
し

ま
す
。

た
く
さ
ん
の
メ
リ

ッ
ト
で
マ
イ

ホ
ー
ム
計
画
を
さ
ら
に
バ
ッ
ク
ア

ツ
プ
。

募
集
期
間

平
成
十
二
年
六
月
五
日

（月
）
～

平
成
十
二
年
七
月
十
四
日

（金
）

お
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

事
業
融
資
課

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
７

・
３
７
０
４

サ
ー
ビ
ス
相
談
課

ＴＥＬ

０

９

６

・
３
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国
連
で
は
、
一
九
九
五
（平
成
七
）年
～
二
〇
〇
四
（平
成
十
六
）年
を
「人
権
教
育
の
た
め
の
国

連
十
年
」と
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

国
連
の
行
動
計
画
で
は
、
「知
識
と
技
術
の
伝
達
及
び
態
度
の
形
成
を
通
じ
、
人
権
と
い
う
普
遍

的
文
化
を
構
築
す
る
た
め
に
行
う
研
修
、
普
及
及
び
広
報
努
力
」
が
人
権
教
育
で
あ
る
と
定
義
し

て
お
り
、
す
べ
て
の
国
に
対
し
て
人
権
教
育
に
取
り
組
む
よ
う
に
求
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、わ
が
国
で
は
、政
府
が
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
「人
権
教
育
の
た
め

の
国
連
十
年
」推
進
本
部
を
設
置
し
、平
成
九
年
七
月
に
国
内
行
動
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、熊
本
県
で
も
、知
事
を
本
部
長
と
す
る
推
進
本
部
を
設
置
し
、平
成
十

一
年

一
月
に
県
行

動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

県
行
動
計
画
は
、
「人
権
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
る
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
、私
た
ち
の
間
に
共
生

の
心
を
育
む
こ
と
に
よ
り
、私
た
ち
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
守
ら
れ
私
た
ち
み
ん
な
が
安
全
で

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
「人
権
教
育
の
た
め
の

国
連
十
年
」を
き
っ
か
け
と
し
て
、行
政
、学
校
、企
業
、民
間
団
体
、家
庭
及
び
地
域
等
そ
れ
ぞ
れ

が
主
体
と
な
り
、互
い
に
連
携
し
な
が
ら
あ
ら
ゆ
る
場
、あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
人
権
教
育

を
推
進
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

本
町
で
は
、
町
長
を
本
部
長
に
、
「人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
高
森
町
行
動
計
画
」
を
現
在
、

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
り
策
定
中
で
す
。

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
自
由
で
平
等
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う

社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

高
森
町
役
場
　
住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係
　
　
ＴＥＬ
２
・１
１
１
１
　
（内
線
１
３
２
）

野の花に捧げる集いのお知らせ

野の花に捧げるコンサー ト「はなしのぶコンサー ト」

は、人間と野の花を同じ目の高さで見るとともに同じ

地球上に生 きる仲間という意識を持って実施されてお

り、人々の感性に訴えながら自然保護思想普及果たし

ている役割は大きいものがあります。今年 20周年を

迎えたこのコンサー トを記念 し、記念講演及びコンサ

ー トが行われます。皆様のご来場をお待ちします。

と き :平成 12年 7月 30日 (日 )

午後 1時30分開演

ところ :産業文化会館 (熊本市花畑町 7番 10号 )

内 容 :記念講演 「希少野生動植物の保護 と意義」

内野明徳氏 熊本大学 理学部教授

記念コンサー ト

組曲 「はな しのぶ」

特選歌歌曲集全 17曲

主 催 :熊本県 。はな しのぶコンサー ト実行委員会

仕事も家庭も大切にしたい・・・。

そんなあなたのホットラインです。

☆育児情報 (保育所・幼稚園・保育サポー

ター・学菫保育等)

☆介護情報 (高齢者向け福祉サービス・

老人ホーム・相談窓口等)

☆家事代行情報 (家政婦紹介所 "家事代行

サービス等)

フレーフレー

TEL 096-324-2020
財団法人 21世紀職業財団熊本事務所

●  ●

●

９
」

1匠型ョ
「

大雨災害 認
覗纏讐象鼈 み競縫 命や財産を守るため、わが国の自然条件を ●

―

            よく理解して日頃から注意を怠ることなく災害に備えることが大切です。

山崩れ信号を見逃すな !

山崩れが起こる場所、危険簡所をよく注意してみると、危険信号と思われる変化が現れる場所が多くあります。

危険信 A-'y2 |

tιィ//

ま

し

よ｀
こP

7/17(月 )7/25(大)8/7(月 )(3) 役場の支払日
こんな危険信号を見つけたら阿蘇地域振興局林務課 TEL0967-22-2312ま でご連絡を |

靱祠γ′編
集
後
記

励
　
　
　
″二
″

フレーフレー・テレフォン

仕事と家庭の両立支援の情報を電話で

無料で提供します。

●
　
‘

時間 10時から15時まで  (18)



平成 12年 7月 1日 ～ 7月 31日 まで は 「愛の血液

助 け合い運動」月間です。

日本で は現在、 1年 間に延べ 600万人の方が献

血に協力し、輸血を中心とした医療を支えています。

しか し、血液製剤 については、その多 くを海外か

らの輸入に頼 つているため、安全性 の確保 と倫理

上の観点か ら、 2008年 を目途 に自国の献血で

確保す ることとし

ています。

そのためには、

多 くの方の献血へ

の協力が必要 とな

ります。献血 は、

健康であれば最 も

身近 にで きるボラ

ンティアです。

ぜひご協力をお願いいたします。

●エイズ検査目的の献血はお断りしています。

●献血場所などのお問い合わせは

熊本県赤十字血液センター TEL096-384… 2111

日本赤十字社 TEL03…3438… 1311

役場保健福祉課保健推進係2… 1111(内 線131)

「初盆を迎えるご家庭」の
記事について

皆 様方 の早 期発 行 の ご

要望 にお応 え して、 今年

は7月 25日 までの内容で、

広報誌 とは別に7月 26日 に

「広報たか もり号外」 とし

て全世帯に配布 します。 (こ

れ以降の追加、変更は各組回覧)

次の場合は、戸籍住民係まで連絡してください。

◎掲載を希望されない場合

(翌年度に変更される場合など)

◎お亡 くな りになられた方が本町に住所が無かっ

たが、本町で初盆を迎えられるなどで、本記事ヘ

の掲載を希望される場合

住民生活課 戸籍住民係 TEL2-1111(内 線 133)

(17)

愛 の 献 血

移動献血車がやってきます

あなたの善意をお寄せください

機
能
訓
練
事
業

「あ
ゆ
み
会
」
の
活
動

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
回

は
機
能
訓
練
事
業
の

「あ
ゆ
み
会
」

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係
で
は
、

心
身
に
障
害

の
あ
る
方
を
対
象
に

機
能
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。
会

の
名
称
は

「あ
ゆ
み
会
」
、
名
づ

け
親
は
会
の
メ
ン
バ
ー
の
佐
伯
文

雄
さ
ん

（上
色
見
）
で
す
。

ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い
る
の
？

会

で
は
六
ヶ
月
毎
に
み
ん
な
で
内

容
を
決
め
ま
す
。
季
節
に
応
じ
た

も

の
、
創
作
、
手
工
芸
、
室
内

レ

ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
な
ど
。

夏
と

い
え
ば
、
何
を
連
想
さ
れ

ま
す
か
？
海
？
山
？

「あ
ゆ
み
会
」
で
は
、
涼
し
い
五

月
を
利
用
し
て
ち

ょ
っ
と
早
め
？

の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

朝
の
十
時
に

「休
暇
村
南
阿
蘇
」

に
集
合
し
、
ま
ず
は
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
の
方
々
の
手
を
少
し
借
り
て
グ

ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
。
車
椅
子
も

大
活
躍
。
電
動
三
輸
車
も
フ
ル
活

動
。
や
り
や
す

い
よ
う
に
ゴ
ー
ル

の
位
置
を
少
し
変
え
て
み
ま
し
た
。

ち

ょ

っ
と
し
た
工
夫
と
少
し
の

お
手
伝

い
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル

フ
も
お
て
の
も
の
。

グ
ラ
ウ

ン
ド

・
ゴ
ル
フ
で
気
持

ち
よ
く
汗
を
流
し
た
後
は
、
お
待

ち
か
ね
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
。
本
陰

に
場
所
を
移
し
て
し
ば
し
休
憩
。

炭
で
火
を
お
こ
し
て
野
菜
を
大
目

に
、
肉
は
消
化
の
良
い
鶏
肉
を
メ

イ
ン
に
し
て
み
ま
し
た
。

時
に
は
外
で
た
く
さ
ん
の
人
と

汗
を
流
し
た
り
、
食
事
し
た
り
す

る
こ
と
は
心
身
共
に
い
い
刺
激
に

な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
こ
の
後
は
高
森
温
泉
館

の
お
風
呂
に
入

っ
て
い
い
気
分
。

き

っ
と
、
ぐ

っ
す
り
眠
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
周
り
に
も

「障
害
が
あ
る
た
め
に
、
外
出
し

た
く
て
も
な
か
な
か
外
に
出
ら
れ

な
い
」
と
い
う
人
が
い
ま
せ
ん
か
？

そ
の
よ
う
な
方
は
、
是
非
、
保
健

推
進
係
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

障
害
が
あ

っ
て
も
、
「自
分
ら

し
く
生
き
て
い
け
る
」
お
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ン
`

ご

）

林業総合センター

■と き  7月 27日 (木曜日)

10時から11時 30分まで

12時30分から16時まで

■ところ

□次の献血予定日 12月 25日 (月 )

●  ●

●  ●

―  _‐ ヽ
一 、

お子さんの運動や

ことばの発達 について

ご心配はあ りませんか ?
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●申 し込み先

高森町役場 保健福祉課

●問い合わせ先

高森町役場 保健福祉課

員黙信■事務所 80(“ 722‐ ,11

|~'ごJ=ム

●置別療青

●家臨訪間

0その他 慨
四

(4)

《新規卒業予定者の皆さんへ》
陸・海・空の自衛官を募集しています。自衛隊の様々

な分野で専門的な仕事に頑張ってみませんか。各コ

ースの試験日程は次のとお りです。

(自衛官コース)  (試 験日)

二等陸・海・空士 男子 9月 19日 女子9月 25～ 26日

一般曹候補学生・      0日 1^ロ
曹候補士        。口 :Ψ ロ

航空学生          9月 23日

看護学生          10月 26日

防衛医科大学校     11月 4～ 5日

防衛大学校学生     11月 11～ 12日

詳しいことは自衛隊阿蘇募集事務所または役場

の自衛隊募集担当 (行政係)ま でどうぞ。

阿蘇募集事務所   TEL 0967-34-0348
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のびのびハウスでは.集団生活への適応訓練 日常生,者 の基本動作の

指導を行い幼児の育成を目的としています。
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間です

7月 は

「 慶惣江亜劃勤隠瑳発す唖藝勤 」

自 衛 官 募 集の案内
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ト第13回全国グラウン

本町で 9月 8日
全国から選手、

(金)～ 10日 (日 )ま で開催

役員等総勢2ヮ 000人が集う

●

つけない、増やさない。やつつけるで

食中毒を防ごう !

食中毒が発生 しやすい季節となりました。さまざま

な食中毒に関する知識を得て、日頃から「つけない」

「増やさない」「やっつける」食生活を心がけましょう。

●大腸菌 0-157
わずかな菌で発症してしまう。熱にとても弱いの

で、食材の十分な加熱と手洗いの徹底で予防できる

●黄色ブ ドウ球菌

熱にとつても強い。菌が食品につかないように、

指に傷のある人は調理をせず、徹底 した手洗いを心

がける。

●サルモネラ

特に卵での中毒が増加している。新鮮な物を購入

して早いうちに食べきる。割れた りひびの入ってい

るものは、食べないほうがよい。

●腸炎ビブリオ

夏場に多 く他の菌の2倍以上の早さで増殖する。

魚介類は水道水でよく洗い、冷蔵庫に保存する。

食中毒予防の第一歩 (手を石鹸でよく洗おう)

ポイント1・ ・もみ洗い30秒間

石鹸をつけた後のもみ洗いが重要です。

ポイント2・ ・爪、指の間、手首

洗い残しが多いところですので特に気

をつけて洗うようにする。

①食肉の購入
。肉、魚等は新鮮なもの、表示のある食品は消費期限

を確認 して購入すること。

②家庭での保存
・冷蔵、冷凍の必要な食品は、持ち帰ったらすぐ冷蔵

庫等に入れること。ただし、詰めすぎは禁物。
・冷蔵庫は 10℃ 以下に保つ。冷蔵、冷凍でも細菌は

死にませんので、早めに使い切ること。

③下準備
・手をよく洗い、調理器具は清潔で消毒したものを使

うこと。
・調理にも、こまめに手を洗うとともに、包丁、まな板

は肉魚を切った後、熱湯等で消毒すること。
・冷凍食品の解凍は、冷蔵庫や電子レンジで行い、冷

凍、解凍は繰 り返さないこと。

家庭でで きる

食中毒予防

六つのポイント

④調理方法
・加熱して調理する食品は十分加熱すること。
・加熱は、食品の「中心部を75℃ 以上で 1分以上」を

守ること。

⑤食事
・食卓につ く前 に手をよく洗 うこと。
・調理後の食品は、早めに食べ ること。

⑥残つた食品の処理
・残った食品は、冷蔵庫等で保存すること。
・温め直 して食べる場合は、75℃ 以上に十分加熱す

ること。
・時間がたち過 ぎた食品は、思い切って捨てること。

平成 11年の県内発生状況

件数:16件   患者数:322名
原因菌 1位 :腸炎ビブリオ、2位 :サルモネラ属菌

●   ●

●  ●

準備委員会及び実行委員会設立総会開催

5月 24日 、高森町林業総合センターで本年 9月 8日 から10日 まで開催される全国グラウンド・ゴルフ交歓

大会の町の準備委員会及び実行委員会の設立総会が開催されました。

平成 10年 1月 に全国グラウンド・ゴルフ交歓大会の準備委員会が設立されて準備を進めてきました。いよい

よ実行年になり、準備委員会から実行委員会へ。設立総会では今村町長、児玉議長をはじめ、 (社)日 本グラウ

ンド・ゴルフ協会戸塚事務局長、県グラウンド・ゴルフ協会酒井会長、井上理事長、村上事務局長、町グラウン

ド・ゴルフ協会森正六会長、佐藤徹理事長等が出席 し、事業計画案等を承認、大会の成功に向け一致協力のもと

進めていくことが決議されました。

この大会は、日本全国のグラウンド・ゴルフ愛好家、役員およそ2,000人を迎え、生涯スポーツのひとつ とし

て開催するものです。昨年の国民体育大会の盛 り上が りを、本年の全国グラウンド・ゴルフ交歓大会、さらには

来年の全国高校総体へと引き継ぎたいものです。

みなさんのご協力とご支援で昨年の 「くまもと未来国体」同様に大成功となることでしょう。

グラウンド・ゴルフ交歓大会に関するお問い合わせは、

第13回全国グラウン ド・ゴルフ交歓大会事務局 (教育委員会社会教育係 )

高森町民体育館内 丁EL2-2991  FAX2-0987

(16)

五
月
九
日
、
高
森
町
民
体
育
館

会
議
室
で
来
年
八
月
に
開
催
さ
れ

る
全
国
総
合
体
育
大
会
登
山
大
会

の
実
行
委
員
会
の
設
立
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
総
会
で
は
実
行
委
員
会
会

長
に
今
村
博
信
町
長
が
選
出
さ
れ
、

本
年
度
及
び
来
年
度
の
事
業
計
画

案
を
承
認
、
ま
た
、
本
年
開
催
の

岐
阜
県
大
会

へ
の
視
察
や
啓
発
用

看
板

・
ポ
ス
タ
ー
等
の
予
算
を
含

む
平
成
十
二
年
度
実
行
委
員
会
予

算
が
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
十

一
世
紀
の
幕
開
け
、
来
年

八
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
総

体
登
山
大
会
は
本
町
及
び

一
の
宮

町

・
蘇
陽
町

・
自
水
村

・
久
木
野

村

・
長
陽
村
の
六
か
町
村
で
開
催

さ
れ
る
も
の
で
、
二
十

一
世
紀
を

担
う
若
人
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
と

し
て
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
今
後

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
受
け

な
が
ら
、
各
種
の
準
備
作
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
済
々
費
高
校
教
諭
の
西

本
尚
先
生
が
担
当
教
諭
と
し
て
週

三
日
事
務
局

（高
森
町
民
体
育
館

内
）
に
派
遣
さ
れ
、
着
々
準
備
作

業
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（平

成
十
二
年
四
月

一
日
付
）

今
後
、
詳
し
い
内
容
は
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

来
年
八
月
に
高
岳
及
び
南
外
輪
コ
ー
ス
で
開
催

詳しくは 阿蘇保健所  TEL0 9 6 7-32-0535

(5)

□材料 (5人分)

ほうれん草250g、

人参50g、 しらす干

し258A(ス キム

ミルク;カ ップ、

湯500cc、 酢大さ

じ5)、 サラダ油大

さじ 1、 砂糖大さ

じ1=酢大さじ1、 みそ大さじ1よ 練りからし少々
(Aはカッテージチーズ)

□作り方

① カ ッテー ジチーズをつ くる。スキム ミルクをお

湯で溶かし、そこに酢を加え、分離したらこす。 (牛

乳で作る場合、牛乳を人肌位にあたため、酢 を加

えて分離させ る)

②ほうれん草はゆでて、2～ 3 cm長 さに切る。人

参は千切りにしてゆでる。しらす干しは湯通しする。

③カッテージチーズに調味料を加えて、よく混ぜ、

②を和え出来上がり。

献立

●洋風いなり寿司

●かき卵汁

●野菜のカッテージチーズ和え

●ちくわのえびチリ風

一人分の栄養価

エネルギー540キロ

`里タンパク質 27g
カルシウム 265mg
塩分    2,7g

募露垂コ

蒸 し暑い毎

食中毒にご注意を !

全
国
高
校
総
体

（ひ
の
く
に
新
世
紀
総
体
）

登
山
大
会
実
行
委
員
会
設
立
総
会
開
催

Eコ
Eコ
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毎日の安心 。お世話

家庭での介護
寝具の整え① ～ふとん編～

“すのこ"を敷いて湿気を防ぐ

／／

′
‐

い

●

阿
蘇
青
年
会
議
所

お
年
寄
り
宅
に
温
泉
の
宅
配

六
月
二
十
二
日
、
阿
蘇
青
年
会

議
所

「地
域

（ま
ち
）
づ
く
り
」

メ
ン
バ
ー
の
本
町
石
原
伸
也
さ
ん

（上
町
）
ら
十
三
名
が
、
町
の
お

年
寄
り
宅
七
軒
に
高
森
温
泉
館
の

温
泉
を
ト
ラ
ッ
ク
で
配
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
阿
蘇
青
年
会
議
所
の

活
動
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
恒
例
の
行
事
で
、
平
成
八
年
度

か
ら
は
じ
ま

っ
て
お
り
、
本
町
が

八
町
村
目
と
な
り
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
た
ち
が
、
お
年
寄
り

宅

一
軒
に
お
よ
そ
二
百
リ
ッ
ト
ル

の
温
泉
を
手
際
よ
く
お
風
呂
に
注

ぐ
と
、

「ゆ

っ
く
り
温
泉
気
分
を

味
わ
い
ま
す
。
」
と
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

ト

ン
Ｌ

ｔ
ｒ

”
Ｐ
ル́
ル
秋
」
ト

す
．

レ
、

〃

●簡単に動かせるので便利です。
●はって移動できる場合は、ふとんが便利です。
●転がり落ちる心配がありません。
●狭い部屋には好都合です。

上手な布団の使い方
①ふとんの欠点は、湿気がこもりがちなことです。

ふ とんの下に、すのこを敷 くと湿気が防げます。

②寝たきりの場合は、できれば2枚のふとんを用意し
て2～ 3日 ごとに交換して使うと清潔で気持ちよく
生活できます。 1枚のふとんの場合は、ふとんの位

置を変えると畳が湿るのを防げます。

③体が埋まるほどふかふかなふとんは、体によくあり
ません。弾力性があって、しかもしっかりしたもの

がよいでしょう。

④シーツはふとんをしっかり覆う大きさのものを用い
ます。しわができないようにしっかり伸ばし、角を
きちんと折 り込んでおきましょう。

⑤ふとんがぬれる心配がある場合は、ふとんの上に防
水布を敷いて、その上からシーツで覆います。防水
布はビニールの上にバスタオルなどを敷いて代用し
てもよいのですが、通気性を考えるとあまりお勧め
できません。介護用品専門店で売っていますのでそ
れを購入したほうがよいでしょう。

＼
＼

´

ざ

●

●  ●

・
し

FO

、
Ｄ

枕は細かいビーズ、
そばがらなどがよい

掛けぶとんは、
軽く肩まで包め
るもの

―晩にコップ 1杯分の汗が出てふとんが湿ります
・すのこ"を敷くと湿気がこもらない

ふとんは弾力性が

あり少し固めのも
のがよい
2枚用意し交互に
使うとよい

町
内
各
地
で
介
護
保
険
説
明
会
を
実
施
　
ｏ

感
心
高
く
約
五
百
名
が
説
明
会
に
参
加

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
、
内
容
が
不
明
確

で

わ
か
り
に
く

い
う
声
が
多
数
あ
が

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
ん
な

声

に
少
し
で
も
答
え
よ
う
と
、
保
健
福
祉
課
で
は
五
月
十
日
か
ら

十
六
日
ま
で
十
五
会
場
で
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

で
て
き
た
質
問
と
回
答
を
い
く

つ
か
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
　
以
前
か
ら
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
人
で
、
「要
支

援
」
の
認
定
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
は
退
所
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
か
？

Ａ
　
五
年
間
は
経
過
措
置
に
よ
り
施
設
利
用
が
で
き
る
が
そ
の
後
は
退

所
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
介
護
保
険
料
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
く
て
も
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
　
は
い
そ
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
策
定
の
折
り
、
費
用
の
請
求
が
あ
り
ま
し
た

が
払
う
べ
き
で
し
よ
う
か
？

Ａ
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
策
定
す
る
時
本
人
か
ら
費
用
を
徴
収
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
請
求
内
容
が
不
明
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
ケ

ー
ス
に
は
介
護
保
険
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
認
定
を
受
け
て
も
サ
ー
ビ
ス
を
使
わ
な
い
場
合
は
、
ど
う
な
り
ま

す
か
？

Ａ
　
認
定
を
受
け
て
も
サ
ー
ビ
ス
を
使
わ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
是
非
、
サ
ー
ビ
ス
を
お
使
い

い
た
だ
き
自
立
に
努
め
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

介
護
保
険
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
　
ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
８
）

一

　

　

　

●

・

　

　

・
一
一

　

―

●

肥

　

．後

　

狂

　

旬

　

　

　

皐

月

　

（阿
蘇

‐
御
神
火
会
）

一
寸
失
礼
　
敷
の
気
に
な
る
コ
ン
パ
ク
ト

ど
き
ど
き
　
逃
げ
腰
で
釣
る
禁
猟
区

ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
　
降

っ
て
く
れ
戻
ら
れ
ん
ご
つ

よ
か
気
分
　
阿
蘇
の
オ
ゾ
ン
と
浸
る
お
湯

ど
き
ど
き
　
手
は
上
げ
て
み
た
参
観
日

ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
　
走
る
と
先
は
地
獄
行
き

よ
か
気
分
　
仲
居
が
ち
ゃ
ん
と
覚
え
と
る

い
ら
ん
こ
つ
　
貴
方
私
の
何
な
の
よ

ど
き
ど
き
　
警
察
犬
の
如
た
る
嫡

思
う
存
分
　
今
日
は
親
方
日
の
丸
ぞ

ジ
ヤ
ン
ジ
ャ
ン
　
や
つ
ば
り
呑
む
る
と
き
が
花

卜
Ｌ
ｒ

　

　

　

　

　

　

　

　

■
１１
′

停

　

　

償

（高
森
菜
の
花
句
会
）

一
幾
波
乱
過
ぎ
来
し
日
々
や
遠
蛙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
永
　
蕗
子

¨
梅
雨
寒
や
手
持
ち
無
沙
汰
の
休
刊
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
フ
ミ

¨
青
若
葉
吸
い
込
ま
れ
そ
う
並
木
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
井
千
恵
子

¨
子
の
便
り
間
遠
く
な
り
て
柿
若
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桐
原
　
　
寿

¨
咲
き
揃
う
杜
鵠
花
の
庭
に
帰
り
来
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
村
ふ
み
子

¨
花
過
ぎ
て
整
枝
待
つ
間
の
さ
つ
き
棚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤

つ
み
子

一
忙
し
さ
が
元
気
の
し
る
し
夏
帽
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
久
恵

一
水
玉
の
竿
に
並
び
て
梅
雨
の
隙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
庄
　
泰
子

¨
も
ぎ
た
て
の
実
梅
た
ず
さ
え
月
忌
僧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
田
る
り
子

¨
草
原
を
海
原
に
変
え
春
嵐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
原
　
要
子

】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
かき
つば
た

【
水
増
さ
ば

一
卜
夜
に
伸
び
て
ふ
杜
若
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
扶
美

一
般
の
方
の
肥
後
狂
旬
、
短
歌
、
俳
旬
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

pOETRyPAGE

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

上
井
加
根
女

林
田
　
一
声

渡
辺
　
雲
海

佐
藤
　
重
信

馬
原
　
馬
笑

佐
伯
　
文
雄

田
上
黙
公
子

桐
原
　
自
酔

堀
田
　
蘇
仙

(15)

．“

ゞ

´

′

●

ｔ，″

，．ケ

「
○

と''

ι
こ

つ

な

～
ｋ

○

７

７

の

む
ざ

がヽ
）

ロ

ヽ

_イ
|ン|

○ ○

ふとんやベットの位置をたまに

変えるといいでしょう。向きを変

えたり少し移動したりすることで

気分転換になります。
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ユ

一２
一
２壼
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

梅
香
苑
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

LIたと』六
月
二
十
四
日
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
梅
香
苑

（田
代
廣

一
苑

長
）
で
レ
ク
リ
エ
シ
ョ
ン
大
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

入
苑
者
の
日
頃
の
機
能
訓
練
の

成
果
を
ご
家
族
や
地
域
の
方
々
に

見
て
い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め
よ

う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今

年
は
十
七
回
目
を
数
え
ま
し
た
。

入
苑
者
や
家
族
、
地
域
の
方
々

が
紅
自
に
分
か
れ
て
、
車
い
す
リ

レ
ー
や
風
船
リ
レ
ー
、
ビ
ー
チ
ホ

ッ
ケ
ー
等
が
行
わ
れ
、
楽
し
く
汗

を
か
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最

後
に
は
、
仮
装
大
会
が
行
わ
れ
梅

香
苑
の
職
員
や
家
族
が
、
時
代
を

反
映
し
た
顔
黒

（が
ん
ぐ
ろ
）
や

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
ビ
ジ

ユ
ア

ル
系
に
仮
装
し
、
参
加
し
た
み
な

さ
ん
は
見
る
方
も
す
る
方
も
大
変

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

普
段
は
身
体
を
動
か
す
機
会
の

少
な
い
入
苑
者
た
ち
は
、
年
に

一

度
の
こ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

梅
雨
が
あ
け
れ
ば
本
格
的
な
夏
、

暑
さ
に
負
け
る
こ
と
な
く
が
ん
ば

っ
て
、
八
月
に
行
わ
れ
る
夏
ま
つ

り
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

期
限
内
納
付

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
で
す
。

特
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

は
、
消
費
者
か
ら
の

「預
り
金
的

な
性
格
」
を
有
す
る
税
金
で
す
か

ら
、
日
頃
か
ら
、
納
税
の
た
め
の

資
金
手
当
や
納
付
の
期
限
に
十
分

注
意
し
、
期
限
内
に
確
実
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、
本
税
の
ほ
か
、
延
滞
税
も
併

せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
督
促
を
受
け
て
も
納
付

さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
預
金
、
売

掛
金
等
の
財
産
の
差
し
押
さ
え
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
売
掛
金
の
差
し
押
さ
え

を
受
け
ま
す
と
大
事
な
取
引
先
か

ら
の
信
用
を
失
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情

が
あ
る
場
合
に
は
、
お
早
め
に
税

務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
税
に
つ
い
て
お
分
か

り
に
な
ら
な
い
こ
と
や
、
詳
し
く

お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
な
ど
左

記
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署

ＴＥＬ
０
９
６
７

（２
２
）
０
５
５
１

この社会 あなたの税が生きている

～ご存知ですか税のゆくえ～

身近な財政支出 (平成9年度の国と地方公共団体の負担額の合計額)

●公立学校の児童・生徒 1人当たりの ●私たちの生活や安全を守るための

警察・消防費は5兆 3,031億 円

‐̈

一̈
一́
　
一
一
一
一．
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・

税
の
広
報

ユニークな変
:装

で毎年卿 の涯縁 会 紅
‐
白に分かれてのビーチオ ッケー

湧
水
ト

国民一人当た りでは

約42,000円

●国民医療費の公費負担額

9兆 3,645億 円

国民一人当た りでは

約74,200円

●  ●

●  ●

．ミ

・

年間教育費負担額

小学生・ ・ ・797,000円

中学生・・・859,000円

高校生・・ ・905,000円

(全 日制 )

●市町村のゴミ処理費用

2兆4,794億 円

国民一人当た りでは

約 19,700円

ン
ネ
ル

七
夕
ま
つ
り

七
月
六
日

（木
）
～

七
月
九
日

（日
）

午
前
九
時
～
午
後
八
時

高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園

催
し
物

阿
蘇
物
産
品
販
売

小
・中
学
生
七
夕
書
道
展

七
夕
か
ざ
リ
コ
ン
テ
ス
ト

（八
日
・九
日
）

や
ま
め
つ
か
み
ど
り
大
会

（九
日
）

（八
月
二
十
日
、
二
十
七
日
に
も

あ
り
ま
す
）

五
月
二
十
日
、
野
尻
保
育
園
で

宅
急
便

の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん

た
ち
が
交
通
安
全
教
室
を
行

い
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
配
達
中

に
子
ど
も
た

ち
を
見
て
危
な

い
と
思
う
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
る
と
の
こ
と
で
、
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
少
し
ず
う

で
も

子
ど
も
た
ち
に
交
通
ル
ー
ル
を
理

解
し
て
も
ら
お
う
と

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

町
内

で
は
、
昨
年

の
春
に
続
き
二
回
目
。

（前
回
は
草
部
保
育
園
）

今
後
も
宅
急
便

の

事
業
所
取
り
組
み
と

し
て
、
春

。
秋

の
交

通
安
全
運
動
期
間
中

に
実
施
し
た

い
と

の

こ
と
で
す
。

園
児
た
ち
は
宅
急

便

の
お
兄
さ
ん
た
ち

か
ら
①
車

の
回
り
で

は
ぜ
っ
た
い
遊
ば
な
い
。

②
車

の
下

に
ボ
ー

ル

な
ど
入

っ
た
ら
運
転

手
さ
ん

に
と

っ
て
も

ら
う
等
し

っ
か
り
と

お
そ
わ
り
ま
し
た
。

鯰ヽ
 t
、`′

(注)人口 :平成9年 10月 1日 現在126,166千人 (総務庁統計局推計)

L

第50回  “社会を明るくする運動"

在熊高森会総会開催

《子 どもが “い きい き"するために

大人が “い きいき"するために》

7月 を強調月間とする「社会を明るくする運動」

は、すべての国民が犯罪の防止と罪を犯した人た

ちの更生について理解を深め、それぞれの立場に

おいて力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会

を築こうと法務省が主唱する全国的な運動です。

第50回 を迎える今年は、「地域住民の理解と協力

により、犯罪・非行を防止し、罪を犯した人や非

行に陥った少年の更生を支える」を重点目標 とし

て運動を展開していきます。

町の次代を担う少年を非行から守 り、非行に陥

った少年の立ち直 りを助けるため、今後も理解と

協力の和を広げることが大切です。

6月 4日 (日 )、 熊本市の鶴屋百貨店で在熊高森

会 (古木幸夫会長)の総会が開催 され、平成 11
年度の事業報告や 12年度の事業計画等が承認 さ

れ ました。

この会 は、熊本市や近郊にお住 まいの町内出身

者で組織 されてお り、会の親睦はもとより町内の

イベントなどに積極的に協力いただいています。

今後ともよろしくお願いいたします。

毎年12月 に行われる阿蘇郡農業祭では、在熊高森会の

メンバーが本町をPRして好評。

可共箱

ゴ
｀
ミ

/c=三)｀

ハel、/ト

計で
｀
トル

回qヌ

(14)

阿蘇地区保護司会 南部分会

(7)

騒
鰈
黎 常

葡

戯
●11■・■
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一
一
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野
尻
保
育
園
で
交
通
安
全
教
室

争麟

餞警

「
■
●
・

確
響
一
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集中豪雨は、限られた地域に突発的に降るため、予測は困難です。

河川の氾濫や土砂崩れに十分注意 しましょう !

この差で
約3,100円

1日3分水の出しつばなしをやめると、
1年で水 19り 710リ ッ トルの節約に。

C02は 11.6kgの削減。水道代は約39100円のお得。

大
文
夫
で
す
か
、

ケ
万
人
は
い
ま
せ

ん
か
、
今
か
ら

そ
っ
ち
へ
行
き
ま
す
。

ど

う

し

た

_′

※防災無線、ラジオ、テレビ気象情報を収集 しましょう。
※急傾斜地の土石流に十分注意 !危険を感 じたら早めに避難しましょう。
※増水 した側溝、河川に近づかないようにしましょう。

集中豪雨は誰が作つたことば?
昭和28年 8月 15日の夕刊に新聞記者が書いたのが始まりです。

(それ以前は豪雨と書いていました。)

ヤマメ釣り大会のお知らせ
日時 :7月 30日 (日 )午 前 4時～午前 10時

場所 :野尻川

(大 谷ダム流れ込み付近～川田代まで )

参加料 :野尻川ヤマメの里育成会会員500円

町内一般 1,500円、町外一般2,500円

大物賞、大漁賞など多数賞あり

小学生以下のつかみ取 り大会あり

詳しくは、野尻川ヤマメの里育成会 TEL5-0021

●  ●

●  ●

ECOくん
CHECK

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
次
の
と
お
り

職
員
を
募
集
し
ま
す

■
受
験
資
格
　
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年

四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
　
（た
だ
し
、寮
母

（寮
士
）
に
つ
い
て
は
、
採
用
日
ま
で
に
准
看
護
婦

以
上
の
免
許
、
介
護
保
険
福
祉
士
の
免
許
、
介
護

支
援
専
門
員
の
免
許
の
内
い
ず
れ
か
の
免
許
を
取

得
で
き
る
者
）

■
職
　
　
種
　
一
般
事
務
二
名
程
度

・
調
理
員

一
名
程
度

・

寮
母

（寮
士
）
二
名
程
度

■
試

験

日
　
九
月
十
七
日

（日
）
　

予
定

■
受
付
期
間
　
七
月
二
十
四
日

（月
）
～
八
月
十

一
日

（金
）

■
受
験
案
内

受
験
申
込
書
な
ど
問
い
合
わ
せ
は

〒
８
６
９

・
２
２
２
４
　
阿
蘇
町
大
字
蔵
原
八
八
五
の

一

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
　
事
務
局
総
務
課
総
務
係

ＴＥ

０

９

６

７

・
３

４

・
１

１

２

３

環境にやさしい製品の選び方

リサイクルは分別して出せば終わりではありません。

分別はリサイクルのほんの入 口。その再生品が利用

されて初めて、 リサイクルの輸はつながるのです。

最近は、 リサイクルで生 まれ変わったさまざまな

製品が市場に回っています。それぞれの製品には、

再生品であることを表すマークがついています。主

なマークを覚えておき商品を選ぶ ときに役立て まし

よつ。

※環境庁「環境家計簿運動のすすめ」より

●グ リーンマーク

古紙を再生利用 した製品であることを表す

マーク。学習帳や トイレットペーパー、コピ

ー用紙、段ボール箱などに表示されています。
企
グリーン マーク

●R(アール)マーク

再生紙であることを表すマーク。Rの隣の _ヽ́
=≡:F■|.多ヽ

数字は古紙の配合率を示 したもの。 (見本の ユ(`覆蓄 誓
マークは 「古紙配合率 100%使 用」を意味し

占【配合率]00%再生
“
を使用して0ヽます

ています。

●エコマーク

環境への負担が少なく、環境保全に役立

つ と認定 された商品に表示されるもの。廃

木材再生品や廃プラスティック再生品など

の再生 品、 100%古紙使用の トイ レッ トペ ーパー、

水切 り三角 コーナー、詰め替 え使用容器、無漂 白の

衣類な ど、 さまざまな製品に表示 されてい ます。

●PETボ トルリサイクル推奨マーク

PETボ トルの再利用品に表示されています。

PETボ トルは、衣料品や水切 リゴミ袋、文

房具などさまざまな形に生まれ変わっています。

●牛乳パ ック リサイクルマーク

回収された牛乳パ ックを再利用 した トイレ

ットベーパーなどに表示されています。

PETボ トル

メリ
0「

(13)

再 利 用 品

(8)

フ
ー
，
ｔ
～
―
ん

ヽ

へ
ヽ

ヽ

口をすすぐ時は、水は
コップについでから。

使わない水を
出しつばなしにするなんて、

大切な資源の
ムダ遣いだよ。

歯を磨いている間は、

水は必要ないもんね。
コップに1杯か
2杯あれば

十分だよね。

歯を磨くときは、蛇口をキュッ !

・‐■■||||

職 員 募 集



晰老
人
ク
ラ
ブ
連
含
会

３０
回
演
芸
大
会

六
月
十
日

（土
）
、
高
森
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

（林
成
男

会
長
）
に
よ
る
、
恒
例
の
老
人
ク

ラ
ブ
演
芸
大
会
が
高
森
中
学
校
体

育
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
出
演

者
と
観
客
が

一
体
と
な

っ
た
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

町
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
は
十

六
団
体
、
九
五
八
名
。
日
々
励
ま

し
合
い
、
助
け
合

っ
て
様
々
な
活

動
を
展
開
。
健
康

・
友
愛

・
奉
仕

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

の
三
大
運
動
を
中
心
と
し
、
学
習
、

伝
承
、
趣
味
、
文
化
、
交
流
、
事

故
防
止
、
仲
間
づ
く
り
な
ど
元
気

に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
演
芸
大
会
で
は
、

「若

き
ゃ
も
ん
に
ゃ
負
け
ん
ば
い
」
の

意
気
込
み
で
、
出
演
者
は
歌
や
踊

り
な
ど
の
出
し
物
に
大
熱
演
、
会

場
か
ら
は
出
演
者
に
惜
し
み
な
い

大
き
な
拍
手
や
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
場

面
で
の
明
る
い
大
き
な
歓
声
が
、

会
場
に
響
き
わ
た

っ
て
い
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
の
押
し
寄
せ
る
中
、

お
年
寄
り
の
優
し
く
温
か
い
大
き

な
心
は
、
明
る
く
楽
し
い

「ま
ち

づ
く
り
」

に
は
欠
か
せ
な

い
大
切

な
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
長
生
き
を

し
て
、
私
た
ち
に
様
々
な
場
面
で

い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を

ご
指
導
く
だ

さ
い
。

靡

「熊本県警察職員募集」のお知らせ

熊本県では、次の要領で警察職員採用試験を行います。

※ 警察官 B(男性)は、本県以外の 8都府県 (警視庁、神奈川、愛知、滋賀、京都、

大阪、兵庫、福岡)が同時に受験できます。

※ 警察官 B(武道指導)第一次試験の試験地は熊本会場のみとなります。
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交
通
安
全
は
み
ん
な
の
役
割
忘
れ
て
な
ら
な
い

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

今
春
、
娘
が
幼
稚
園
に
入
園
し
ま
し
た
。

待
ち
に
待

っ
た
幼
稚
園
、
新
し
い
制
服
に
先
生
や
た
く
さ
ん
の
お
友
達

と
、
娘
は
毎
日
、
う
れ
し
く
て
し
か
た
な
い
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

娘
と
反
対
に
、
時
間
に
追
わ
れ
て
余
裕
の
な
い
私
。

つ
い
つ
い
近
所
の
買
い
物
に
も
、
車
を
使
う
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

あ
る
日
、
久
々
の
幼
稚
園
に
迎
え
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
車
に
キ
ー
を

差
し
か
け
た
時
、
ふ
と
、
し
ば
ら
く
娘
と
散
歩
も
し
て
な
い
自
分
に
気
が

つ
い
た
の
で
す
。

車
の
キ
ー
を
抜
き
、
片
道
二
十
分
の
道
の
り
を
歩
い
て
迎
え
に
行
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。

「お
迎
え
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
娘
の
こ
と
ば
と
小
さ

な
手
の
温
も
り
が
、
ジ
ー
ン
と
伝
わ
り
ま
し
た
。　
一
緒
に
手
を
つ
な
い
で

歩
く
と
ふ
だ
ん
何
と
も
思
わ
な
い
も
の
、
例
え
ば
道
に
咲
く
草
花
や
鳥
の

声
な
ど
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
道
路
の
渡
り
方
や
危
な
い
所
な
ど
、
日
ご
ろ
口
う
る
さ
く
言

っ
て
い
る
こ
と
も
、
娘
と
の
会
話
の
中
で
自
然
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

少
し
の
時
間
で
も
、
毎
日
仕
事
に
追
わ
れ
る
私
に
と

っ
て
、
娘
と
の
大

事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

一
緒
に
手
を
つ
な
い
で
歩
く
こ
と
で
、
忘
れ
か
け
て
い
た
大
事
な
ふ
れ

あ
い
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
た
ま
に
は
お
子
さ
ん
と
散
歩
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

茨
城
県

・
ひ
た
ち
な
か
市
　
「交
通
教
育
指
導
員
の
日
記
」
か
ら
許
諾
転
載
。
同

市
の
交
通
安
全
教
育
と
交
通
指
導
員
制
度
は
最
先
端
を
い
く
も
の
で
す
。
危
険
と

安
全
に
つ
い
て
自
ら
気
付
か
せ
る
指
導
方
針
で
、

「交
通
社
会
人
」
を
育
て
る
具

体
的
か
つ
解
り
や
す
い
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
教
育
は
市
町
村
の
役
割
で
す
。
本
町
で
も
交
通
教
育
に
つ
い
て
様
々

な
施
策
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
十

一
年
度
か
ら
女
性
の
交
通
指
導
員

を
任
命
し
、
交
通
教
育
面
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

家庭で生活されている知的障害のある方やその介護をされている家族の方々にとって、介護されている家族

の高齢化や家族構成が大きく変化しています。生活上の困ったこと、将来や老後の不安など家族の皆さんがか

かえている悩みや不安に対して、最近の知的障害者福祉に関する情報やさまざまな制度施策の利用についての

情報を提供し、知的障害者が地域で安心して暮らしていけるように共に考えていきたいと願っています。高森

寮では家庭で生活されている知的障害のある方やその家族への支援として次の事業を行っています。

1.心身障害者巡回療育相談等事業

この事業は、在宅の障害者の方や保護者に対して障害に関する各種の相談に応じるとともに、家庭療育

に関する必用な助言、 。指導を行うことによつて、在宅の障害者及びその家族が安心 して地域で生活でき

るよう支援する事業です。どのような相談でも結構です。お気軽にお問い合わせ ください。

2.障害者短期入所事業  (シ ョー トステイ)

この事業は、障害者や保護者の疾病その他の理由によリー時的に保護又は指導を必用とする場合に短期

間 (原則 7日以内)高森寮を利用していただくものです。詳しくはお問い合わせ ください。

理由別

(1)社会的理由・・・疾病、出産、冠婚葬祭、事故、災害、失踪、出張、転勤、看護、

学校等の公的行事への参加。

(2)私的理由・・・・旅行、休息、生活訓練等  (保護者宿泊可 )

詳しくは下記へお問い合わせください。

知的障害者更生施設「高森寮」

職種・区分
警 察 官 B

(男性・女性・武道指導 )

警 察 事 務

試験の程度 高校卒業程度 高校卒業程度

受 験 資 格 18～ 27歳の方 (昭和48年 4月 2日

～昭和58年 4月 1日 生 まれの方 )

4年制大学卒業 (見込)で ない方

武道指導については、上記 に加 え、柔道

2段以上、又は剣道 2段以上の段位を取

得 している方。

18～ 21歳の方 (昭和54年 4月 2日

～昭和58年 4月 1日 生 まれの方 )

(学歴・性別は問いません。 )

受 付 期 間 8月 16日 (水 )～ 9月 1日 (金 ) 8月 16日 (水 )～ 9月 1日 (金 )

一次試験日 10月 8日 (日 ) 9月 24日  (日 )

試 験 地 熊本市 ・八代市・本渡市 熊本市・八代市 。本渡市

※試験案内、受験申込書の請求など、詳しい内容のお問い合わせは・・・・

〒862-8610 熊本市水前寺6丁目18番 1号

熊本県人事委員会事務局 T[L096-383-1111
熊本県警察本部警務課  TEL0 9 6-381-0110

〒869-1602 高森町大字高森 1432
高森警察署 総務係 T[L2-0110

(9)

高森町大字色見822  TEL2-1780
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民年金だより
国民健康保険だより

国民健康保険税は7月 に本算定されます。
今年から介護保険分が加算されました。

介護保険の仕組み 口
“

ロ ー ー ロ ー ー ロ ー ■

介護保険は、加入者が保険料を出しあい介護が必要になったと

きに認定を受けて、サービスを利用するしくみになっています。

8月 分からあわせます

9月 分からあわせます

「国民年金」を身近なものに感 じていたださ 「親 しみ
のある明るい国民年金」としてのイメージアップを図り、
年金制度を正 しく理解 して もらうためにイメージはがき
を募集 します。

応募資格 熊本県在住の中学生及び小学生 (4・ 5・ 6年生 )

応募規定 自作未発表作品で 「親 しみある明るい国民年
金」を表現 したもの、又は、国民年金は 「世

代と世代の助け合い」で成 り立つていること

を表現したもの。

応募方法 作品を書いたハガキに住所、氏名、年齢、電

話番号、学校名、学年を明記して ください。

作品は返却しません。

応募先  〒860-0846 熊本市城東町 2番 18号
熊本社会保険事務局運営課年金室内
「イメージはがきコンテス ト」係
または町役場住民生活課国民年金係

入 賞  特選一点、優秀賞三点、入選十点、佳作十点、

参加賞  (応募者全員 )

締め切り 9月 14日 (本 )

*応募作品の著作権は主催者に帰属するものとします。

詳しくは熊本社会保険事務局運営課年金室給付企画係
TEL0 9 6-211-0763

入院時食事代

一般加入者 1日 760円

住 民 税

非 課 税

世 帯 等

90日 までの入院 1日 650円

90日 を越 える入院
(過去12ヶ 月の入院日数)

1日 500円

住民税非課税世帯で老齢
福祉年金を受けている人

1日 300円

(11)
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亡
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●  ●

加入者 (被保険者)

保険料
年金から天引き

または

市区町村に個別納付

サービスの

提供

費用の 1割

分を負担

七
月
は
国
民
健
康
保
険
税

（三
期
）
の
納
期
で
す
　
　
納
期
限

（七
月
三
十

一
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

費用の 9割

分を支払う

国民健康保険

健康保険組合 等

(入院時の食事代は、高額療養費の対象と

●
平
成
十
二
年
度

の
入
院
時
食
事

療
養
費

の
減
額
認
定
証
の
切
り
替

え
及
び
申
請
受
付
を
行

っ
て
い
ま

す
。町

民
税
非
課
税
世
帯
で

「標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
必
要
な

方
は
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
ｃ

平
成
十

一
年
度
に
減
額
認
定
証

の
交
付
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
も
、

十
二
年
度
の
切
り
替
え
が
必
要
で

す
。
該
当
す
る
方
は
申
請
さ
れ
ま

す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
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に
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な
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○
国
民
健
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証
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受
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は
受
給
者
証

○
印
鑑

（過
去

一
年
以
内
に
九
十
日
以
上

の
入
院
が
あ
る
方
は
そ
の
期
間
を

証
明
で
き
る
領
収
書
ま
た
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関
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院
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要
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社会保険診療報酬支払基金

市区町村 (保険者)
↓

7月 から本算定となる国民健康保険税を計算してみましょう。

国民健康保険4人世帯 A(夫 38歳、妻35歳、長男 15歳、長女 10歳、所得、夫のみ3)000,000円の場合 )

国民健康保険4人世帯 B(夫 50歳、妻45歳、長男20歳、長女 16歳、所得、夫のみ3,000,000円の場合 )

A家族に40歳～64歳の人がいない場合 (医療分=国保の保険税)

次の算式で計算 します。

●  1.所 得割額 課税対象所得(3,000,000円 )× 税率 (8.1%)/100=(243,000円 )

2.均等割額  1人 当た りの金額 (24,900円 )× 加入者数 (4人 )=(99,600円 )

3.平等割額  1世帯あた りの金額 (27,700円 )

あなたの家の年間保険税額は 1+2+3=(370,300円 )

B家族に40歳～64歳の人がいる場合 (医療分+介護分 =国保の保険税 )

まず上記Aの計算式で医療分の額を計算し、さらに次の計算式で介護分の額を計算します。医療分と介護分の

合計が国保の保険税 とな ります。

1.所得割額 課税対象所得(3,000,000円 )× 税率 (0.82%)/100=(24,600円 )

2.均等割額  1人 当た りの金額 (8,600円 )× 加入者数 (2人)=(17,200円 )

1+2=介護分の額(41,800円 )・ ・・①
上記Aの計算式で算出した医療分の額 (370,300円 )・ ・・② 同じ世帯の40歳～64歳の人以外の所得などは、

介護分の計算 に影響 しません。

あなたの家の年間保険税額は①+②=(412,100円 )となります。

※お問い合わせは税務課国民健康保険係まで

TEL2-1111(内 線 153・ 154)

(10)

65歳以上の人 (第 1号被保険者 )

介護サービス

在宅サービス

施設サービス

40～ 64歳の医療保険加入者

(第 2号被保険者)

国民健康保険
団体連合会

9月 1日 に

40歳になる人は

9月 9日 に

40歳になる人は

‐ ■ロヨ

日曜舅蝠翫轟回麗轟

□
年度の途中で40歳になる人の保険税

平成 12年 4月 以降に40歳になる人は、40
歳の誕生日に属する月(1日 が誕生日の場合は

その前月)その介護分をあわせた保険税を納め

ます。
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人
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療
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第11回 イメージはがきコンテスト作品募集


